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1 序論
現在, 高齢者の増加に伴い在宅医療の必要性が高まっている
[1]. しかし, 在宅医療を受ける高齢者の 85% が薬を自分で管理
しており, 服薬率が 80% を超える方は薬剤師が薬剤供給を行う



































る. この際, 高台の高さを目視で測り, 茶碗の底からどこま
で削除するかの閾値を設定する. 茶碗の一番底の点を原点に
移動し, 茶碗側面の曲面の点群から, y-z 平面上の３点の座
標を用いて, 茶碗の曲面に沿った放物線を算出する. この際,
壁を底面として机を正面にした状態で, 左右が X軸, 前後が
Y軸, 上下が Z軸である.





100cm3 の擬似食物を入れた茶碗をカメラから 50cm 離して
食卓上に置き, 食卓に対してカメラの角度が 60° , 食卓から高さ
40cm のところから撮影して食物の高さを取得する. これを 10
回繰り返しその平均値を得る. 次に, カメラの角度を食卓に対し
て平行になるように変え, 食卓から高さ 7cm のところから撮影
し, 食物の高さの平均値を用いて体積を得る. これを 10 回繰り
返す. また, 食物の高さと放物線の真値は定規等で測り算出する.
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